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明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
│
│
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
の
記
載
│
│
田
和
正
孝
は
じ
め
に
延
縄
は
、
幹
縄
に
多
数
の
枝
縄
を
つ
け
、
そ
の
先
端
に
釣
針
を
結
着
し
た
道
具
を
横
に
長
く
の
べ
て
お
こ
な
う
釣
漁
業
の
総
称
で
あ
る
（
金
田
二
〇
〇
五
）。
一
本
釣
り
の
集
合
、
さ
ら
に
は
そ
の
発
展
形
態
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
一
本
釣
り
の
創
出
に
先
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
漁
法
の
歴
史
は
古
く
、
す
で
に
古
事
記
に
も
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
つ
巻
葦
原
中
国
平
定
の
大
国
主
神
の
国
譲
り
の
条
に
「
栲
縄
の
、
千
尋
縄
打
ち
延
へ
、
釣
り
せ
し
海
人
の
、
口
大
の
、
尾
翼
鱸
、
佐
和
佐
和
邇
、
控
き
依
せ
騰
げ
て
」（
倉
野
・
武
田
校
注
一
九
五
八
）
と
あ
る
。
漁
師
が
ク
ワ
科
の
高
木
で
あ
る
カ
ジ
ノ
キ
の
繊
維
で
編
ま
れ
た
縄
を
延
え
て
、
口
が
大
き
く
尾
や
鰭
が
立
派
な
ス
ズ
キ
を
釣
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
⑴
。
江
戸
時
代
、
日
本
の
漁
業
は
著
し
く
発
達
し
た
。
と
く
に
中
期
以
降
の
発
展
は
顕
著
で
、
日
本
の
代
表
的
な
沿
岸
漁
業
は
極
限
近
く
ま
で
発
達
を
と
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
山
口
一
九
五
七
）。
釣
漁
業
も
近
世
を
通
じ
て
相
当
発
達
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
世
紀
末
の
作
と
い
わ
れ
る
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
巻
之
三
に
掲
げ
ら
れ
た
若
狭
小
鯛
は
、
延
縄
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
是
延
縄
を
以
て
釣
る
な
り
。
又
せ
縄
と
も
云
。
縄
の
大
さ
一
握
許
、
長
さ
一
里
許
、
是
に
一
尺
許
の
苧
糸
に
針
を
附
け
、
一
尋
 

を
隔
て
て
縄
に
列
一
（
マ
マ
）
ね
附
て
、
両
端
に
樽
の
泛
子
を
括
り
、
差
頃
あ
り
て
か
の
泛
子
を
目
当
に
引
あ
ぐ
る
に
、
百
糸
百
尾
を
得
て
一
も
空
し
き
物
な
し
。
飼
は
鯵
、
鯖
、
鰕
等
な
り
」
と
あ
る
（
千
葉
註
解
説
一
九
七
〇
）。
漁
具
・
漁
法
の
説
明
と
と
も
に
、
釣
魚
率
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
縄
漁
法
は
、
一
本
釣
り
に
比
べ
れ
ば
、
大
量
の
漁
具
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
選
択
的
に
魚
種
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
を
高
め
、
し
か
も
多
獲
を
可
能
に
し
た
。
漁
法
の
性
格
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
定
時
間
、
漁
業
者
が
漁
場
に
必
ず
し
も
居
あ
わ
せ
な
く
と
も
よ
か
っ
た
（
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
一
九
五
九
）。
と
く
に
海
底
に
敷
設
す
る
底
延
縄
の
場
合
、
そ
の
地
点
に
到
達
し
う
る
漁
網
が
十
分
に
発
達
し
な
い
時
代
に
は
、
漁
場
空
間
の
競
合
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
延
縄
は
、
近
代
期
を
迎
え
て
も
、
漁
法
の
優
秀
さ
ゆ
え
各
地
で
広
く
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
農
商
務
省
水
産
局
編
一
九
一
二
）。
こ
の
よ
う
な
延
縄
漁
業
に
蓄
積
さ
れ
た
「
技
術
知
」
や
漁
業
者
の
漁
場
環
境
に
対
す
る
認
識
は
極
め
て
精
緻
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
漁
業
者
は
潮
汐
・
潮
流
の
変
化
と
こ
れ
に
伴
う
魚
群
の
行
動
に
対
す
る
豊
か
な
知
識
を
有
す
る
。
そ
う
し
た
知
識
に
基
づ
い
た
漁
業
活
動
や
漁
業
者
が
有
す
る
技
術
の
体
系
が
、
人
間
│
環
境
関
係
に
か
か
わ
る
漁
業
地
理
学
的
研
究
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
（
田
和
一
九
八
一
）。
と
こ
ろ
で
兵
庫
県
の
漁
業
に
注
目
す
る
と
、
延
縄
は
瀬
戸
内
海
の
主
要
な
漁
種
の
一
つ
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
主
な
原
因
と
し
て
漁
獲
効
率
が
高
い
小
型
底
曳
網
へ
の
移
行
や
資
源
量
の
減
少
が
あ
る
。
漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
不
足
、
さ
ら
に
は
縄
を
さ
ば
く
煩
雑
さ
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
急
激
に
減
少
し
て
い
る
延
縄
漁
業
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
筆
者
は
、
近
年
、
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
側
の
漁
業
地
域
に
お
い
て
、
文
献
調
査
と
と
も
に
延
縄
漁
業
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
や
漁
業
活
動
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
続
け
て
き
た
。
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
漁
業
技
術
と
そ
の
継
承
や
「
環
境
知
」
な
ど
に
関
し
て
記
録
を
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
兵
庫
県
に
は
、
こ
う
し
た
調
査
研
究
に
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
明
治
期
の
史
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
兵
庫
県
漁
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
業
慣
行
録
』
と
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
完
成
し
た
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
で
あ
る
。
小
論
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
を
取
り
あ
げ
、
近
代
期
に
お
け
る
延
縄
漁
業
の
漁
具
、
漁
業
活
動
、
漁
場
利
用
、
し
き
た
り
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
に
お
け
る
延
縄
漁
業
の
記
録
兵
庫
県
に
お
け
る
近
代
期
の
漁
業
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
際
、『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』（
以
下
、『
慣
行
録
』
と
略
記
す
る
）
は
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
兵
庫
県
勧
業
課
が
編
纂
し
た
、
当
時
の
県
内
各
地
の
漁
業
慣
行
、
漁
業
実
態
に
関
す
る
調
査
書
で
あ
る
。
現
在
は
、
兵
庫
県
公
館
内
に
あ
る
県
政
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
鹹
水
漁
業
之
部
一
九
巻
、
同
参
考
書
一
七
巻
と
淡
水
漁
業
之
部
二
四
巻
、
同
参
考
書
五
巻
な
ら
び
に
附
録
図
解
二
巻
か
ら
な
る
大
部
の
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
旧
国
別
・
郡
別
に
編
ま
れ
て
い
る
。
附
録
図
解
は
鹹
水
漁
業
之
部
と
淡
水
漁
業
之
部
が
別
々
に
編
纂
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
淡
水
漁
業
之
部
の
巻
之
上
と
巻
之
下
の
み
で
あ
る
。
『
慣
行
録
』
の
編
纂
に
関
す
る
事
業
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
漁
業
慣
行
調
査
に
端
を
発
し
て
い
る
。
同
年
一
〇
月
に
県
か
ら
県
内
各
地
の
副
区
長
と
戸
長
あ
て
に
漁
業
慣
行
の
調
査
を
命
ず
る
兵
庫
県
訓
令
第
一
九
号
が
発
せ
ら
れ
た
。
調
査
内
容
は
、
漁
制
（
掟
類
、
規
約
及
慣
例
、
犯
則
違
例
ノ
処
分
）、
漁
撈
（
種
類
、
漁
期
、
漁
場
区
域
・
潮
流
水
底
ノ
概
状
、
入
会
漁
船
ノ
数
、
漁
具
、
漁
法
、
有
害
漁
法
）、
蕃
殖
（
生
産
期
節
、
生
産
場
、
有
害
物
、
蕃
殖
ヲ
謀
ル
場
所
）、
漁
民
（
営
業
ノ
景
況
、
営
業
ノ
種
別
）
で
あ
っ
た
。
訓
令
に
基
づ
き
各
地
で
調
査
さ
れ
た
報
告
書
は
『
漁
業
慣
行
調
査
書
』
あ
る
い
は
『
漁
業
慣
行
取
調
書
』
と
い
っ
た
名
称
で
県
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
一
、
二
の
参
考
書
を
引
用
し
な
が
ら
『
慣
行
録
』
が
編
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
田
和
二
〇
一
六
）。漁制
や
漁
撈
の
記
載
内
容
を
み
る
と
、
当
時
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
各
種
の
漁
業
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
記
述
方
法
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
三
は
、
一
郡
内
の
数
村
落
で
同
一
の
慣
行
で
あ
る
場
合
に
は
村
名
を
併
記
す
る
が
、
全
郡
内
で
同
一
の
慣
行
で
あ
る
場
合
に
は
村
名
を
記
載
し
な
い
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
各
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
一
書
に
編
ん
だ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
各
地
の
状
況
を
す
べ
て
網
羅
的
に
取
り
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
代
表
的
な
一
町
村
の
事
例
の
み
を
記
述
す
る
も
の
が
多
い
。
な
か
に
は
国
や
郡
を
越
え
て
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
来
な
ら
ば
、『
漁
業
慣
行
調
査
書
』
や
『
漁
業
慣
行
取
調
書
』
に
立
ち
返
っ
て
種
々
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
う
ち
現
存
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
（
田
和
二
〇
一
六
）。『
慣
行
録
』
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
小
論
で
は
以
上
の
諸
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
側
各
地
の
延
縄
の
状
況
を
旧
国
別
、
郡
別
に
み
て
い
き
た
い
。
使
用
す
る
も
の
は
、
鹹
水
漁
業
之
部
一
九
巻
の
う
ち
、
摂
津
国
五
巻
、
播
磨
国
八
巻
、
淡
路
国
二
巻
の
計
一
五
巻
で
あ
る
。
な
お
、『
慣
行
録
』
が
発
刊
さ
れ
た
一
八
八
九
年
は
、
行
政
区
域
の
原
型
と
い
わ
れ
る
本
格
的
な
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
各
町
村
か
ら
の
調
査
書
は
一
八
八
六
年
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
慣
行
録
』
に
記
載
の
郡
お
よ
び
町
村
は
、
や
や
混
乱
が
あ
る
も
の
の
一
八
八
九
年
以
前
の
い
わ
ゆ
る
明
治
行
政
町
村
で
あ
る
（
図
１
）。
以
下
で
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
ま
た
、『
慣
行
録
』
で
は
「
延
縄
」
を
「
拼
縄
」
と
記
載
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
拼
」
は
「
ハ
ウ
」
や
「
ヘ
イ
」
と
読
み
、「
つ
か
う
」「
せ
し
め
る
」「
さ
せ
る
」
な
ど
の
意
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
表
記
を
「
延
縄
」
に
統
一
し
て
図 1 兵庫瀬戸内の概略図（明治行政町村期）
1．川辺郡 2．武庫郡 3．莵原郡
4．神戸区 5．八部郡 6．明石郡
7．加古郡 8．印南郡 9．飾東郡
10．飾西郡 11．揖東郡 12．揖西郡
13．赤穂郡 14．津名郡 15．三原郡
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
四
論
を
進
め
る
。
魚
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
地
方
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
が
、
初
出
の
際
に
は
必
要
に
応
じ
て
（
）
つ
き
で
『
慣
行
録
』
の
漢
字
表
記
お
よ
び
標
準
的
な
和
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
添
え
る
。『
慣
行
録
』
に
は
「
漁
具
現
数
」
と
し
て
各
漁
種
の
漁
具
総
数
が
漁
村
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
延
縄
は
桶
と
い
う
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
⑵
。
縄
を
収
め
る
容
器
を
ナ
ワ
オ
ケ
（
縄
桶
）
と
呼
ぶ
か
ら
で
あ
る
⑶
。
漁
具
の
基
本
的
な
数
値
は
こ
の
桶
数
に
よ
っ
て
い
る
。
記
載
内
容
に
従
い
、
旧
暦
を
用
い
る
こ
と
も
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。
二
摂
津
国
の
延
縄
漁
（
１
）
川
辺
郡
現
在
の
尼
崎
市
域
に
あ
た
る
尼
ヶ
崎
町
、
別
所
村
、
大
物
村
に
漁
業
集
落
が
あ
っ
た
。
イ
カ
、
チ
ヌ
（
海
鯽：
ク
ロ
ダ
イ
）、
カ
ニ
（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）
な
ど
を
と
る
流
網
や
雑
魚
を
対
象
と
す
る
各
種
の
網
漁
、
延
縄
漁
、
ハ
マ
グ
リ
、
ア
ケ
ミ
ガ
イ
（
イ
ソ
シ
ジ
ミ
）
採
取
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
漁
業
者
数
は
、
尼
ヶ
崎
町
二
四
〇
人
（
普
通
漁
者
⑷
八
〇
人
、
雇
夫
一
六
〇
人
）、
別
所
村
三
〇
人
、
大
物
村
二
一
人
（
い
ず
れ
も
普
通
漁
者
）
で
あ
っ
た
。
チ
ヌ
・
ヒ
ラ
メ
延
縄
お
よ
び
タ
イ
（
マ
ダ
イ
）
延
縄
、
カ
レ
イ
延
縄
が
尼
ヶ
崎
町
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
従
事
者
は
一
三
二
人
、
漁
具
現
数
は
二
〇
〇
桶
を
数
え
た
。
チ
ヌ
延
縄
は
、
漁
船
一
隻
に
二
人
が
乗
り
組
み
出
漁
し
た
。
縄
桶
三
桶
を
夜
間
に
敷
設
し
、
約
二
時
間
後
に
こ
れ
を
あ
げ
た
。
使
用
漁
船
の
大
き
さ
は
特
定
で
き
な
い
が
、「
壱
間
漁
船
」
や
「
弐
間
漁
船
」
と
い
う
よ
う
な
船
長
一
・
八
〜
三
・
六
メ
ー
ト
ル
程
度
の
木
造
の
手
漕
ぎ
船
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
大
漁
時
に
は
一
晩
で
一
円
の
収
益
を
得
た
と
い
う
⑸
。
ヒ
ラ
メ
・
カ
レ
イ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
の
漁
法
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
記
載
さ
れ
ず
、「
海
鯽
漁
ニ
仝
シ
」
と
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
五
（
２
）
武
庫
郡
西
新
田
村
、
鳴
尾
村
、
今
津
村
、
西
ノ
宮
町
に
お
い
て
漁
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
主
要
な
漁
種
は
イ
ワ
シ
地
曳
網
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ハ
マ
グ
リ
を
採
る
桁
網
、
コ
ノ
シ
ロ
建
網
、
雑
魚
手
繰
網
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
漁
村
の
規
模
は
小
さ
く
、
漁
業
者
数
を
み
る
と
、
普
通
漁
者
が
西
ノ
宮
町
に
八
九
人
、
今
津
村
に
五
〇
人
、
西
新
田
村
と
鳴
尾
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ワ
シ
地
曳
網
の
場
合
、
曳
子
が
数
多
く
必
要
と
な
る
。
西
ノ
宮
町
で
は
普
通
漁
者
が
こ
の
仕
事
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
他
地
区
の
曳
子
の
多
く
は
広
島
県
か
ら
出
稼
ぎ
に
き
た
雇
夫
で
あ
っ
た
。
延
縄
に
つ
い
て
は
、
西
ノ
宮
町
に
䩲
延
縄
が
二
〇
桶
あ
っ
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
䩲
は
エ
イ
（
ア
カ
エ
イ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
鰈
（
カ
レ
イ
）
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
カ
レ
イ
を
対
象
と
す
る
漁
業
種
類
の
説
明
の
な
か
に
延
縄
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
エ
イ
延
縄
に
つ
い
て
の
説
明
は
一
切
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
西
ノ
宮
町
で
カ
レ
イ
延
縄
に
従
事
し
て
い
た
の
は
八
人
で
あ
っ
た
。
漁
期
に
は
一
隻
に
二
人
が
乗
り
組
み
、
朝
夕
二
回
、
漁
を
し
た
。
餌
料
は
小
エ
ビ
の
殻
を
む
い
た
も
の
を
使
用
し
た
。
ま
ず
親
縄
⑹
の
一
端
に
小
石
を
つ
け
、
こ
れ
を
海
中
へ
沈
め
る
と
と
も
に
船
を
走
ら
せ
、
そ
の
動
き
に
応
じ
て
縄
を
入
れ
て
い
っ
た
。
一
桶
分
の
縄
五
〇
〇
尋
（
約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
は
え
終
わ
る
と
、
親
縄
の
末
尾
の
部
分
と
次
の
桶
に
収
め
た
親
縄
の
最
初
の
部
分
を
結
わ
え
て
、
三
桶
分
を
敷
設
し
た
。
縄
は
最
後
に
入
れ
た
方
か
ら
繰
り
あ
げ
た
。
う
ば
ら
（
３
）
菟
原
郡
現
在
の
芦
屋
市
お
よ
び
神
戸
市
東
灘
区
に
相
当
す
る
。
沿
岸
部
に
は
芦
屋
村
、
深
江
村
、
青
木
村
、
葺
合
村
は
じ
め
合
計
一
七
村
が
あ
っ
た
。
ま
と
ま
っ
た
漁
業
者
が
み
ら
れ
た
の
は
深
江
村
（
九
二
人
）、
青
木
村
（
五
〇
人
）、
葺
合
村
（
三
三
人
）
の
三
村
の
み
で
、
他
村
に
は
数
人
の
漁
業
者
が
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
イ
ワ
シ
地
曳
網
、
イ
カ
ナ
ゴ
網
、
ボ
ラ
沖
取
網
な
ど
が
主
要
な
漁
種
で
あ
っ
た
。
カ
レ
イ
延
縄
が
葺
合
村
に
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
正
確
な
従
事
者
数
は
わ
か
ら
な
い
。
漁
具
現
数
は
三
五
桶
で
あ
っ
た
。
漁
船
一
隻
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
六
に
二
人
が
乗
り
組
み
、
五
桶
を
載
せ
て
出
漁
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漁
具
現
数
三
五
を
五
で
除
し
て
、
漁
船
数
は
七
隻
以
下
、
従
事
者
数
は
二
人
乗
り
組
み
七
隻
で
一
四
人
か
そ
れ
以
下
と
推
察
で
き
る
。
餌
料
は
エ
ビ
お
よ
び
雑
魚
で
あ
っ
た
。
日
没
前
後
を
ね
ら
っ
て
縄
を
海
中
に
敷
設
し
、
翌
朝
未
明
に
引
き
あ
げ
た
。
（
４
）
神
戸
区
兵
庫
港
と
神
戸
港
の
沖
合
を
漁
場
と
し
て
利
用
す
る
漁
業
者
が
い
た
。
兵
庫
港
の
漁
業
従
事
者
数
は
普
通
漁
者
一
四
五
人
、
自
村
雇
夫
三
〇
人
、
他
村
雇
夫
三
五
人
、
手
間
取
六
〇
〇
人
と
い
う
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
神
戸
港
側
は
普
通
漁
者
三
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
兵
庫
港
で
は
主
た
る
漁
種
が
イ
ワ
シ
地
曳
網
と
ボ
ラ
・
チ
ヌ
・
コ
ノ
シ
ロ
・
コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
を
対
象
と
す
る
ま
か
せ
網
、
雑
魚
打
瀬
網
で
あ
る
。
特
に
地
曳
網
が
一
五
畳
、
ま
か
せ
網
が
三
畳
あ
り
、
い
ず
れ
も
網
子
、
曳
子
を
要
す
る
大
型
網
で
あ
る
こ
と
か
ら
雇
夫
や
手
間
取
を
多
く
要
し
た
⑺
。
神
戸
港
に
は
イ
ワ
シ
・
マ
マ
カ
レ
（
マ
マ
カ
リ
）
建
網
四
〇
〇
畳
と
ま
か
せ
網
五
畳
が
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
業
従
事
者
数
と
漁
具
数
と
は
合
致
し
な
い
。
ハ
モ
（
鱧
）
延
縄
、
カ
レ
イ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
（
海
鰻
䩻
）
延
縄
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
漁
具
数
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
ハ
モ
延
縄
は
播
磨
国
明
石
郡
に
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
漁
法
、
カ
レ
イ
延
縄
と
ア
ナ
ゴ
延
縄
は
淡
路
国
津
名
郡
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
⑻
。
や
た
べ
（
５
）
八
部
郡
現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区
、
長
田
区
、
須
磨
区
の
大
部
分
と
灘
区
、
中
央
区
、
北
区
の
一
部
に
あ
た
る
。
本
郡
で
は
、
駒
ヶ
林
、
東
須
磨
、
西
須
磨
の
三
村
で
漁
業
が
み
ら
れ
た
。
瓢
箪
網
と
い
う
イ
ワ
シ
網
漁
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ハ
モ
延
縄
お
よ
び
グ
チ
（
イ
シ
モ
チ
）
延
縄
が
西
須
磨
村
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
同
村
の
漁
業
者
数
は
、
普
通
漁
者
が
一
二
〇
人
、
雇
夫
が
六
〇
人
の
計
一
八
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
延
縄
従
事
者
は
一
五
人
、
漁
具
現
数
は
八
〇
桶
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ハ
モ
延
縄
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
七
の
漁
法
は
明
石
郡
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
三
播
磨
国
の
延
縄
漁
（
１
）
明
石
郡
明
石
郡
に
は
、
現
在
の
神
戸
市
垂
水
区
塩
屋
町
か
ら
明
石
市
魚
住
町
ま
で
の
区
域
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
、
漁
業
集
落
を
有
す
る
町
村
は
、
東
は
塩
屋
村
、
東
垂
水
村
か
ら
西
は
魚
住
村
、
西
岡
村
ま
で
一
七
町
村
あ
っ
た
。
各
町
村
の
漁
業
者
数
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
新
濱
、
林
村
、
戎
町
に
は
普
通
漁
者
が
特
に
多
い
。
雇
夫
が
多
い
の
は
、
新
濱
と
山
田
村
で
あ
る
。
新
濱
で
は
釣
お
よ
び
延
縄
が
主
た
る
漁
種
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
夫
も
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の
乗
り
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
田
村
の
主
た
る
漁
業
は
イ
ワ
シ
地
曳
網
、
イ
カ
ナ
ゴ
地
曳
網
で
あ
り
、
雇
夫
や
手
間
取
は
こ
れ
ら
の
操
業
に
網
子
お
よ
び
曳
子
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
石
郡
の
沖
合
は
良
好
な
釣
漁
場
で
あ
っ
た
。
旧
藩
時
代
に
は
多
く
の
地
区
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
タ
イ
延
縄
漁
も
、
明
治
維
新
後
に
な
っ
て
解
禁
と
表 1 明石郡の地区別漁業者数
単位：人
資本主 普通漁者
雇夫
手間取
自村 他村
東垂水村
西垂水村
山田村
塩屋村
大蔵谷村
相生町
當津町
新濱
戎町
林村
藤江村
江井島村
松江村
谷八木村
中尾村
魚住村
西岡村
3
3
2
4
6
1
50
20
40
60
41
3
51
309
150
273
12
51
4
5
6
22
6
30
80
141
59
101
43
12
7
3
3
50
3
20
計 19 1103 479 53 20
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之七』より
作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
八
表
2
明
石
郡
に
お
け
る
延
縄
漁
業
従
事
者
数
と
漁
具
数
町
村
名
ハ
モ
延
縄
ハ
マ
チ
延
縄
チ
ヌ
延
縄
カ
レ
イ
延
縄
タ
イ
延
縄
ノ
ソ
延
縄
フ
カ
延
縄
ブ
リ
延
縄
エ
イ
延
縄
ア
ブ
ラ
メ
延
縄
ア
ナ
ゴ
延
縄
ア
ナ
ゴ
・
ブ
リ
延
縄
ス
ズ
キ
延
縄
東
垂
水
村
12（
30）
16（
30）
6（
10）
西
垂
水
村
7（
20）
山
田
村
3（
201）
塩
屋
村
1（
10）
大
蔵
谷
村
3（
4）
1（
5）
3（
15）
3（
8）
相
生
町
3（
24）
3（
60）
3（
20）
當
津
村
10（
200）
6（
6）
15（
50）
30（
200）
30（
200）
3（
10）
15（
40）
20（
45）
10（
60）
12（
40）
新
濱
40（
200）
210（
350）
210（
560）
1000（
1000）
73（
600）
18（
60）
150（
175）
120（
800）
110（
800）
90（
175）
戎
町
15（
100）
30（
50）
30（
100）
33（
220）
9（
45）
9（
45）
15（
75）
15（
100）
9（
60）
9（
60）
林
村
2（
18）
藤
江
村
6（
9）
江
井
島
村
12（
96）
魚
住
村
2（
20）
1（
10）
1（
30）
6（
25）
西
岡
村
1（
2）
1（
2）
1（
2）
1（
4）
合
計
77（
530）
246（
406）
294（
904）
2（
12）
1066（
1480）112（
845）
30（
115）
3（
17）
180（
290）
161（
955）
136（
985）
3（
201）
134（
341）
注
）
数
値
は
漁
業
者
数
：
人
、（
）
内
の
数
値
は
漁
具
数
：
桶
。
1886（
明
治
19）
年
調
査
に
よ
る
。
原
本
に
あ
る
漁
業
者
の
種
別
統
計
表
の
う
ち
の
チ
ヌ
延
縄
に
従
事
す
る
漁
業
者
数
は
284
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
な
表
記
ミ
ス
と
判
断
さ
れ
る
の
で
修
正
し
た
。
新
濱
の
タ
イ
延
縄
漁
業
者
数
1,000
人
は
、
表
記
ミ
ス
と
推
察
さ
れ
る
。
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
鹹
水
漁
業
之
部
巻
之
七
』
よ
り
作
成
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
九
表
3
明
石
郡
の
延
縄
漁
業
延
縄
名
調
査
地
漁
期
（
旧
暦
）
乗
組
人
数
使
用
桶
数
餌
料
漁
場
漁
業
活
動
備
考
ハ
マ
チ
延
縄
新
濱
八
十
八
夜
～
6
月
末
3
5
イ
カ
ナ
ゴ
摂
津
一
の
谷
沖
～
明
石
郡
内
沖
ハ
モ
延
縄
新
濱
春
・
夏
4
20
タ
コ
の
足
、
ア
ブ
ラ
メ
鹿
ノ
瀬
～
江
井
島
、
鹿
ノ
瀬
～
淡
路
島
鳥
飼
西
垂
水
村
3
8
ア
ブ
ラ
メ
の
幼
魚
チ
ヌ
延
縄
林
村
5
月
中
旬
、
潮
に
濁
り
、
流
速
が
緩
な
と
き
。
2
―
エ
ビ
な
ど
1
時
間
後
に
引
き
あ
げ
。
新
濱
4、
5
月
こ
ろ
3
8
明
石
郡
沖
合
西
垂
水
村
2
4
エ
ビ
タ
イ
延
縄
新
濱
夏
・
秋
3
20
イ
イ
ダ
コ
鹿
ノ
瀬
～
摂
津
一
の
谷
沖
津
名
郡
に
同
じ
。
ノ
ソ
延
縄
新
濱
夏
～
12
月
2
20
イ
カ
ナ
ゴ
、
イ
ワ
シ
、
タ
コ
な
ど
明
石
郡
沖
合
～
摂
津
一
の
谷
フ
カ
延
縄
新
濱
夏
3
10
タ
コ
明
石
郡
沖
合
ブ
リ
延
縄
江
井
島
村
―
―
小
ダ
イ
、
ボ
ラ
、
チ
ヌ
、
イ
ワ
シ
の
活
き
餌
東
西
に
並
行
し
て
配
置
し
、
1
日
お
い
て
引
き
あ
げ
。
使
用
法
は
ア
ナ
ゴ
漁
に
同
じ
。
エ
イ
延
縄
新
濱
6
月
～
10
月
3
15
イ
ワ
シ
、
イ
カ
ナ
ゴ
明
石
郡
沖
合
～
淡
路
島
沖
合
ア
ブ
ラ
メ
延
縄
當
津
村
初
冬
～
翌
年
初
夏
3
20
エ
ビ
摂
津
一
の
谷
沖
～
明
石
郡
内
沖
、
淡
路
島
沖
西
垂
水
村
2
4
1
時
間
後
に
引
き
あ
げ
。
ア
ナ
ゴ
延
縄
大
蔵
谷
村
3
20
イ
カ
ナ
ゴ
、
イ
ワ
シ
、
イ
イ
ダ
コ
海
藻
の
と
こ
ろ
を
中
心
に
九
折
形
に
配
置
。
干
満
を
一
期
。
漁
具
に
つ
い
て
詳
述
（
田
和
注
）。
雑
魚
延
縄
江
井
島
村
4
月
～
12
月
―
―
イ
ソ
ベ
、
シ
ャ
ク
エ
ビ
南
か
ら
北
に
何
回
か
往
復
し
て
縄
を
投
じ
る
。
浮
樽
を
使
用
。
ス
ズ
キ
延
縄
藤
江
村
6
月
の
夜
中
の
潮
が
緩
の
と
き
。
2
3
ア
ブ
ラ
メ
の
活
き
餌
浮
樽
を
使
用
。
潮
上
か
ら
直
線
的
に
潮
下
に
は
え
る
。
2、
3
時
間
後
に
引
き
あ
げ
。
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
鹹
水
漁
業
之
部
巻
之
七
』
よ
り
作
成
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
〇
な
っ
た
。
延
縄
の
種
類
を
漁
獲
対
象
魚
種
別
に
み
る
と
一
四
種
類
に
の
ぼ
る
。
表
２
に
は
、
漁
具
数
が
「
数
詳
ナ
ラ
サ
ル
」
雑
魚
延
縄
を
除
く
一
三
種
類
の
延
縄
の
従
事
者
数
お
よ
び
漁
具
数
を
掲
げ
た
。
漁
業
者
は
時
期
に
よ
っ
て
漁
獲
対
象
を
替
え
、
ま
た
そ
の
魚
種
に
あ
っ
た
漁
具
を
選
択
し
て
漁
に
従
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
時
期
に
い
か
な
る
延
縄
を
選
択
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
延
縄
専
業
と
は
限
ら
ず
時
期
に
よ
っ
て
は
釣
漁
や
網
漁
に
従
事
し
た
の
か
な
ど
、
操
業
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
延
縄
は
當
津
村
、
新
濱
、
戎
町
の
三
地
区
、
な
か
で
も
新
濱
で
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
濱
の
タ
イ
延
縄
従
事
者
数
が
一
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
濱
の
場
合
、
前
掲
表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
漁
業
者
数
は
普
通
漁
者
と
雇
夫
を
合
わ
せ
て
も
四
一
〇
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
数
は
誤
記
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
一
二
種
類
の
延
縄
の
漁
具
・
漁
法
に
関
す
る
説
明
が
記
載
内
容
か
ら
得
ら
れ
た
。
表
３
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
六
種
は
新
濱
の
調
査
事
例
を
中
心
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
漁
場
は
、
摂
津
国
の
一
の
谷
沖
か
ら
明
石
海
峡
、
明
石
郡
沖
、
播
磨
灘
に
あ
る
鹿
ノ
瀬
、
淡
路
島
西
浦
（
播
磨
灘
側
）
沖
を
利
用
し
た
。
一
隻
に
乗
り
組
む
漁
業
者
数
は
、
最
低
で
二
人
、
最
高
で
四
人
で
あ
る
。
二
人
の
場
合
、
縄
を
敷
設
す
る
際
に
は
、
一
人
が
楫
を
操
作
し
な
が
ら
山
立
て
⑼
に
よ
っ
て
漁
場
の
位
置
を
判
断
し
、
も
う
一
人
が
舳
先
あ
る
い
は
船
べ
り
か
ら
縄
を
海
中
に
放
り
込
ん
だ
。
一
回
の
操
業
で
使
用
す
る
桶
数
は
三
〜
五
桶
か
ら
最
大
二
〇
桶
ま
で
様
々
で
あ
る
。
親
縄
の
太
さ
や
長
さ
、
枝
縄
の
長
さ
と
一
桶
に
収
め
る
釣
針
数
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
各
魚
種
の
漁
期
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
が
、
各
漁
業
者
が
ど
の
延
縄
を
選
択
し
、
年
間
の
操
業
形
態
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
の
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
餌
料
は
主
と
し
て
イ
カ
ナ
ゴ
や
タ
コ
な
ど
で
あ
る
。
ブ
リ
延
縄
で
は
小
ダ
イ
、
ボ
ラ
、
チ
ヌ
、
イ
ワ
シ
の
活
き
餌
、
ス
ズ
キ
延
縄
で
は
ア
ブ
ラ
メ
の
活
き
餌
が
使
わ
れ
て
い
た
。
雑
魚
延
縄
で
は
イ
ソ
ベ
と
シ
ャ
ク
エ
ビ
が
使
わ
れ
た
。
イ
ソ
ベ
は
イ
ソ
メ
の
地
方
名
、
シ
ャ
ク
エ
ビ
は
シ
ャ
コ
の
地
方
名
で
あ
ろ
う
。
特
徴
的
な
漁
業
活
動
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
で
は
、
満
潮
と
な
り
転
流
が
始
ま
る
ま
で
の
停
潮
時
が
漁
獲
に
も
っ
と
も
好
適
で
あ
っ
た
。
海
藻
が
繁
茂
す
る
と
こ
ろ
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
一
を
繰
り
か
え
し
跨
ぐ
よ
う
に
し
て
、
縄
を
つ
づ
ら
折
（
九
折
形
）
に
敷
設
し
た
。
親
縄
五
〇
尋
ご
と
に
重
量
一
〇
〇
目
（
三
七
五
グ
ラ
ム
）
程
度
の
石
の
沈
子
を
つ
け
た
。
縄
の
端
に
は
二
升
樽
を
浮
標
と
し
て
結
わ
え
て
お
い
た
。
雑
魚
延
縄
の
場
合
に
も
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
と
同
様
に
、
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
何
回
か
往
復
す
る
よ
う
に
し
て
縄
を
敷
設
し
た
。
ス
ズ
キ
延
縄
は
、
潮
上
か
ら
入
れ
は
じ
め
、
潮
の
流
れ
る
方
向
に
し
た
が
っ
て
直
線
的
に
潮
下
へ
と
入
れ
た
。
（
２
）
加
古
郡
沿
岸
町
村
に
は
、
東
か
ら
東
二
見
村
、
西
二
見
村
（
以
上
、
現
在
は
明
石
市
）、
古
宮
村
、
本
荘
村
（
以
上
、
加
古
郡
播
磨
町
）、
別
府
村
（
加
古
川
市
）、
高
砂
町
、
荒
井
村
（
以
上
、
高
砂
市
）
が
含
ま
れ
た
。
各
種
の
網
漁
、
釣
漁
、
延
縄
漁
の
ほ
か
タ
コ
壺
漁
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
各
町
村
の
漁
業
者
数
は
表
４
の
通
り
で
あ
る
。
西
二
見
村
の
資
本
主
の
数
、
高
砂
町
の
普
通
漁
者
数
、
東
二
見
村
の
雇
夫
数
の
多
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
資
本
主
は
、
一
般
に
網
主
や
船
主
で
あ
る
。
西
二
見
村
で
は
「
出
買
い
」
と
称
し
て
、
沖
合
を
ま
わ
り
、
出
漁
中
の
漁
業
者
か
ら
漁
獲
物
を
直
接
買
い
と
る
取
引
方
法
が
あ
っ
た
。
資
本
主
に
は
こ
の
よ
う
な
業
者
も
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
高
砂
町
で
は
明
治
初
年
頃
ま
で
は
チ
ヌ
延
縄
と
吾
智
網
、
漕
網
を
主
と
し
て
営
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
漁
獲
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
他
の
漁
種
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漁
業
者
は
、
明
治
中
期
に
は
、
各
種
の
網
、
釣
、
延
縄
を
兼
業
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
東
二
見
村
に
つ
い
て
は
、『
慣
行
録
』
の
も
と
に
な
っ
た
『
漁
業
慣
行
調
査
書
』（
明
石
市
教
育
委
員
会
編
一
九
八
八
）
が
現
存
し
て
い
る
。
表 4 加古郡の地区別漁業者数
単位：人
資本主 普通漁者
雇夫
自村 他村
東二見村
西二見村
本荘村
古宮村
別府村
高砂町
荒井村
47
1
51
50
28
86
16
301
14
129
80
28 10
60
計 48 546 237 70
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之
八』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
二
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雇
夫
は
普
通
漁
者
に
雇
わ
れ
、
年
中
雇
わ
れ
る
者
と
漁
期
中
だ
け
雇
わ
れ
る
者
と
が
い
た
。
同
村
に
は
普
通
漁
者
の
み
に
よ
る
個
人
漁
業
と
、
雇
夫
を
用
い
る
漁
業
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
貝
壺
引
・
タ
コ
壺
引
漁
業
で
は
一
隻
に
二
人
な
い
し
は
三
人
、
ハ
マ
チ
（
䩍
）
網
漁
業
で
は
一
畳
に
つ
き
九
人
、
追
竪
（
建
）
網
で
は
一
畳
に
つ
き
二
七
人
の
雇
用
が
生
じ
た
。
表
５
は
、
延
縄
の
漁
業
従
事
者
数
と
漁
具
数
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
延
縄
は
本
荘
村
、
古
宮
村
、
別
府
村
、
高
砂
町
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
東
二
見
村
、
西
二
見
村
、
荒
井
村
で
は
操
業
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
荘
村
の
場
合
、
い
ず
れ
の
延
縄
も
従
事
者
は
五
二
人
、
別
府
村
で
は
同
様
に
一
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
両
地
区
の
延
縄
漁
業
者
は
漁
期
に
合
わ
せ
て
漁
具
を
取
り
替
え
な
が
ら
、
周
年
に
わ
た
っ
て
延
縄
漁
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
図
２
は
本
荘
村
と
古
宮
村
に
お
け
る
漁
獲
対
象
魚
種
の
漁
表 5 加古郡における地区別の延縄漁業従事者数と漁具数
ハマチ・
ブリ延縄 ハモ延縄 チヌ延縄
カレイ
延縄 タイ延縄 ブリ延縄
アナゴ
延縄
スズキ
延縄
西二見村 0（7）
本荘村 52（182） 52（520） 52（78） 52（130） 52（182）
古宮村 86（860） 20（60） 40（5） 20（100） 86（301）
別府村 16（216） 16（64） 16（120） 16（96） 16（120） 16（165） 16（120）
高砂町 8（20） 30（200） 80（120） 60（240） 30（100）
計 60（209）184（1796）168（322） 56（125）148（566） 16（120） 46（265）154（603）
注）数値は漁業者数：人、（ ）内の数値は漁具数：桶。1886（明治 19）年調査による。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之八』より作成。
図 2 本荘村と古宮村における漁獲対象の漁期
注）チヌについては記載なし。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之八』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
三
期
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
魚
種
は
延
縄
漁
の
み
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
両
村
で
は
年
間
を
通
じ
て
延
縄
の
操
業
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
古
宮
村
で
は
ハ
モ
延
縄
と
ス
ズ
キ
延
縄
、
西
隣
の
高
砂
町
で
も
チ
ヌ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
、
ハ
モ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
漁
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
、「
明
石
郡
ニ
仝
シ
」
と
い
う
表
記
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
本
郡
の
沖
合
に
は
、
他
地
域
か
ら
の
延
縄
漁
船
の
入
漁
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
有
害
漁
法
の
説
明
の
中
に
は
、
東
二
見
村
で
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
頃
か
ら
飾
東
郡
飾
磨
津
お
よ
び
淡
路
島
の
津
名
郡
岩
屋
浦
の
漁
業
者
が
カ
レ
イ
延
縄
、
泉
州
堺
浦
の
漁
業
者
が
ア
ナ
ゴ
延
縄
を
、
沖
合
の
カ
イ
ガ
ラ
セ
⑽
と
い
う
漁
場
に
お
い
て
操
業
し
は
じ
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
延
縄
が
手
繰
網
の
操
業
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
手
繰
網
は
大
き
く
衰
退
し
た
と
い
う
。
東
二
見
村
の
『
漁
業
慣
行
調
査
書
』
に
よ
る
と
、
カ
レ
イ
延
縄
お
よ
び
ア
ナ
ゴ
延
縄
は
、
大
糸
（
親
縄
）
に
釣
針
を
つ
け
南
北
に
延
べ
、
二
時
間
を
お
い
て
引
き
あ
げ
る
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
レ
イ
や
手
長
ダ
コ
を
漁
獲
す
る
手
繰
網
は
網
を
海
中
に
沈
め
た
の
ち
、
潮
流
に
沿
っ
て
流
し
た
。
一
回
の
曳
網
時
間
は
約
三
〇
分
間
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ガ
ラ
セ
に
お
い
て
利
用
空
間
お
よ
び
操
業
時
刻
、
漁
獲
対
象
が
競
合
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
地
域
か
ら
の
カ
レ
イ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
の
入
漁
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
軽
快
で
速
度
の
速
い
船
を
疾
駆
さ
せ
て
こ
れ
ら
の
漁
船
を
追
捕
し
、
漁
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
。
明
治
維
新
後
、
旧
慣
が
廃
絶
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
侵
漁
す
る
漁
船
が
年
々
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
漁
船
を
十
分
に
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
東
二
見
村
の
漁
獲
量
は
き
わ
め
て
減
少
し
た
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
西
二
見
村
の
『
漁
業
慣
行
調
査
書
』（
明
石
市
教
育
委
員
会
編
一
九
八
八
）
に
よ
る
と
、
同
村
沖
合
の
通
称
瀬
ノ
上
漁
場
に
お
い
て
も
侵
漁
が
み
ら
れ
た
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
四
（
３
）
印
南
郡
伊
保
崎
村
（
現
在
は
高
砂
市
）
に
お
い
て
チ
ヌ
延
縄
と
タ
イ
延
縄
、
曽
根
村
（
現
在
は
高
砂
市
）
に
お
い
て
チ
ヌ
延
縄
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
伊
保
崎
村
に
は
普
通
漁
者
三
五
人
、
雇
夫
五
人
が
い
た
。
チ
ヌ
延
縄
に
従
事
す
る
者
は
一
八
人
、
タ
イ
延
縄
に
は
一
二
人
が
従
事
し
た
。
漁
具
数
は
チ
ヌ
延
縄
が
三
〇
桶
、
タ
イ
延
縄
が
二
〇
桶
あ
っ
た
。
チ
ヌ
延
縄
の
操
業
形
態
は
明
石
郡
の
そ
れ
と
同
じ
で
、
一
人
が
二
桶
を
積
み
込
ん
で
出
漁
し
た
。
餌
料
に
は
ア
ナ
ジ
ャ
コ
が
使
わ
れ
た
。
片
手
で
櫂
を
と
り
な
が
ら
、
も
う
片
方
の
手
で
縄
を
海
藻
の
繁
茂
す
る
場
所
に
敷
設
し
た
。
タ
イ
延
縄
の
操
業
形
態
も
明
石
郡
の
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
漁
場
は
鹿
ノ
瀬
や
ツ
マ
リ
ノ
セ
と
呼
ば
れ
る
浅
瀬
が
利
用
さ
れ
た
。
曽
根
村
の
漁
業
は
普
通
漁
者
が
一
二
人
と
小
規
模
で
あ
っ
た
。
チ
ヌ
延
縄
に
従
事
す
る
者
が
三
人
、
漁
具
数
が
二
一
桶
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
飾
東
郡
本
郡
に
は
木
場
、
白
浜
、
妻
鹿
、
阿
成
、
下
中
島
の
五
村
と
飾
磨
津
の
七
町
、
さ
ら
に
は
家
島
諸
島
の
宮
浦
、
坊
勢
浦
、
真
浦
の
三
浦
が
含
ま
れ
た
。
現
在
は
い
ず
れ
も
姫
路
市
域
で
あ
る
。
イ
ワ
シ
曳
網
や
ボ
ラ
走
網
、
ボ
ラ
建
網
な
ど
多
種
の
網
、
各
種
の
釣
・
延
縄
な
ど
が
主
要
な
漁
業
表 6 飾東郡の漁業者数 単位：人
資本主 普通漁者 雇夫 見習
木場村
白浜村
妻鹿村
阿成村
下中島村
飾磨津宮町
飾磨津大町
飾磨津天神町
飾磨津須賀町
飾磨津田町
飾磨津上英賀町
飾磨津御幸町
家島宮浦
家島坊勢浦
家島真浦
20
2
1
45
2
20
17
21
15
86
11
12
24
6
2
1
209
105
289
40
240
185
90
163
50
76
計 68 820 718 126
注）坊勢浦は『慣行録』中の統計には防勢浦と誤って
記載されている。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十』より
作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
五
で
あ
っ
た
。
漁
業
者
数
は
表
６
の
通
り
で
あ
る
。
妻
鹿
村
を
除
く
四
村
、
飾
磨
津
の
宮
町
を
除
く
六
町
は
い
ず
れ
も
規
模
は
小
さ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
家
島
諸
島
の
三
つ
の
浦
は
規
模
の
大
き
い
漁
村
で
あ
っ
た
。
と
く
に
家
島
本
島
の
真
浦
は
資
本
主
が
多
く
、
諸
島
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
延
縄
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
、
阿
成
村
、
飾
磨
津
の
宮
町
、
大
町
、
須
賀
町
、
家
島
宮
浦
の
五
地
区
で
あ
っ
た
。
表
７
に
は
、
こ
れ
ら
五
地
区
の
延
縄
従
事
者
数
と
漁
具
数
を
掲
げ
た
。
漁
種
の
中
心
は
ハ
モ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
で
、
従
事
者
が
多
い
の
は
宮
町
と
宮
浦
で
あ
る
。
宮
浦
を
除
く
四
町
村
は
、
延
縄
に
か
な
り
特
化
し
た
釣
漁
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
町
は
規
模
の
大
き
な
延
縄
専
業
の
漁
村
と
い
っ
て
も
よ
い
。
阿
成
村
、
大
町
、
須
賀
町
は
、
一
〇
人
前
後
の
漁
業
者
数
で
あ
る
。
漁
獲
対
象
を
替
え
な
が
ら
、
周
年
に
わ
た
っ
て
延
縄
を
お
こ
な
う
小
規
模
な
釣
漁
村
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
大
町
の
場
合
、
普
通
漁
者
が
合
計
一
一
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
イ
延
縄
と
ア
ナ
ゴ
延
縄
を
お
こ
な
う
者
が
一
二
人
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
操
業
に
関
す
る
記
述
を
以
下
に
と
り
あ
げ
よ
う
。
家
島
宮
浦
に
お
け
る
ハ
モ
お
よ
び
タ
イ
延
縄
漁
場
は
島
の
南
北
に
あ
り
、
海
岸
す
ぐ
の
沖
合
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
い
し
は
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
東
南
方
向
あ
る
い
は
北
方
向
に
縄
を
敷
設
し
た
。
ア
ナ
ゴ
の
漁
場
は
、
島
嶼
間
に
形
成
さ
れ
た
暗
礁
で
あ
る
。『
慣
行
録
』
に
は
二
〇
以
上
の
暗
礁
名
が
、
表 7 飾東郡における地区別の延縄従事者数と漁具数
ハマチ
延縄 ハモ延縄 チヌ延縄
チヌ・
カレイ延縄
カレイ
延縄 タイ延縄
アナゴ
延縄
阿成村 12（35） 12（21） 12（35） 12（21）
飾磨津宮町 21（16） 82（608） 82（186） 82（240） 60（320） 60（520）
飾磨津大町 10（8） 10（68） 10（24） 10（32） 12（64） 12（104）
飾磨津須賀町 8（12） 8（60） 10（18） 8（24） 9（48） 9（78）
家島宮浦 120（800） 120（800） 42（280）
計 39（36）232（1571） 102（228） 12（21） 100（296）213（1267）135（1003）
注）数値は漁業者数：人、（ ）内の数値は漁具数：桶。1886（明治 19）年調査による。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
六
島
嶼
の
位
置
と
距
岸
距
離
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ア
ナ
ゴ
延
縄
は
、
八
月
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
隻
に
二
人
ま
た
は
三
人
が
乗
り
組
み
、
一
五
桶
を
載
せ
て
出
漁
し
た
。
海
岸
部
に
停
泊
し
、
日
没
を
待
っ
て
岸
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
か
ら
縄
を
入
れ
た
。
餌
料
に
は
イ
ワ
シ
、
サ
イ
ラ
（
サ
ン
マ
）、
ア
カ
ギ
ス
（
シ
ロ
ギ
ス
）⑾
な
ど
を
使
用
し
た
。
敷
設
し
た
縄
は
直
ち
に
引
き
あ
げ
た
。
飾
磨
津
宮
町
で
は
二
一
人
の
漁
業
者
が
ハ
マ
チ
延
縄
に
従
事
し
て
い
た
。
漁
期
は
九
月
か
ら
一
〇
月
で
、
一
隻
に
三
人
が
乗
り
組
ん
だ
。
狩
引
船
と
呼
ば
れ
る
小
型
船
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
二
人
が
乗
り
組
み
、
二
桶
を
載
せ
て
出
漁
し
た
。
ハ
モ
延
縄
に
は
八
二
人
が
従
事
し
た
。
漁
具
の
総
計
は
六
〇
八
桶
に
の
ぼ
っ
た
。
漁
は
夜
間
で
あ
る
。
一
隻
に
三
人
が
二
六
桶
を
装
備
の
う
え
出
漁
し
た
。
狩
引
船
に
は
二
人
が
八
桶
を
載
せ
た
。
沖
合
で
は
潮
流
が
緩
む
ま
で
待
機
し
、
餌
の
ア
ジ
、
タ
コ
、
イ
カ
を
釣
針
に
つ
け
、
よ
い
潮
時
に
な
っ
て
か
ら
縄
を
入
れ
、
約
一
時
間
後
に
引
き
あ
げ
た
。
カ
レ
イ
延
縄
の
漁
期
は
二
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
一
隻
に
三
人
（
狩
引
船
で
は
二
人
）
が
八
桶
を
携
え
て
出
漁
し
た
。
餌
料
に
は
ツ
ボ
コ
と
呼
ば
れ
る
貝
の
剥
き
身
を
使
用
し
た
。
日
の
出
を
待
っ
て
、
家
島
諸
島
の
各
島
の
近
傍
に
縄
を
敷
設
し
、
約
一
時
間
を
経
過
し
た
後
に
引
き
あ
げ
た
。
阿
成
村
の
チ
ヌ
延
縄
は
一
隻
二
人
乗
り
組
み
で
あ
っ
た
。
餌
料
と
し
て
ア
ナ
ジ
ャ
コ
を
用
い
た
。
縄
は
、「
チ
ド
リ
様
」、
す
な
わ
ち
左
右
ジ
グ
ザ
グ
に
敷
設
し
、
し
ば
ら
く
お
い
た
後
に
引
き
あ
げ
た
。
妻
鹿
村
で
は
延
縄
の
操
業
実
態
を
『
慣
行
録
』
に
記
載
さ
れ
た
漁
業
従
事
者
数
や
漁
具
数
か
ら
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
ス
ズ
キ
延
縄
漁
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
漁
法
は
淡
路
国
三
原
郡
に
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
に
等
し
い
。
餌
料
に
は
ア
ナ
シ
ャ
ク
が
用
い
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
地
方
名
で
あ
ろ
う
。
延
縄
に
は
特
徴
的
な
操
業
上
の
慣
行
が
あ
っ
た
。
妻
鹿
村
で
は
、
二
隻
の
船
が
操
業
中
、
自
船
の
縄
を
他
船
の
縄
の
上
に
誤
っ
て
配
し
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
両
船
が
並
列
し
て
漁
具
を
あ
げ
た
。
互
い
の
敷
設
場
所
を
離
す
場
合
に
は
、
双
方
の
船
か
ら
一
人
ず
つ
が
他
船
側
に
乗
り
込
み
、
立
ち
合
い
の
う
え
縄
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
家
島
宮
浦
で
は
抽
籤
に
よ
っ
て
縄
を
敷
設
す
る
順
番
を
決
め
た
。
操
業
船
が
多
数
の
た
め
漁
場
を
そ
れ
ら
の
数
に
応
じ
て
十
分
に
分
割
使
用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ひ
と
つ
の
漁
場
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
七
た
二
隻
が
示
談
の
う
え
、
時
間
を
ず
ら
せ
て
縄
を
敷
設
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
後
で
敷
設
し
た
船
か
ら
縄
を
あ
げ
る
こ
と
を
慣
例
と
し
て
い
た
。
仮
に
あ
る
船
が
事
前
に
話
し
合
う
こ
と
な
く
縄
を
入
れ
他
船
に
被
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
船
が
被
害
を
受
け
た
船
に
対
し
て
償
い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
（
５
）
飾
西
郡
本
郡
に
は
英
賀
村
、
今
在
家
村
、
広
畑
村
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
は
姫
路
市
西
部
の
沿
岸
地
区
に
あ
た
る
。
コ
チ
・
コ
ノ
シ
ロ
壺
網
、
ハ
マ
グ
リ
そ
の
他
の
採
貝
、
エ
ビ
を
獲
る
押
網
に
従
事
す
る
漁
業
者
が
数
人
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
延
縄
漁
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
（
６
）
揖
東
郡
現
在
は
姫
路
市
大
津
区
お
よ
び
網
干
区
に
含
ま
れ
る
勘
兵
衛
新
田
、
新
在
家
村
、
與
浜
村
に
お
い
て
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
た
。
漁
業
者
数
は
勘
兵
衛
新
田
が
普
通
漁
者
三
人
、
雇
夫
六
人
、
計
九
人
、
新
在
家
村
が
普
通
漁
者
二
二
人
、
雇
夫
六
二
人
、
計
八
四
人
、
與
浜
村
が
普
通
漁
者
三
〇
人
、
雇
夫
七
二
人
、
計
一
〇
二
人
で
あ
っ
た
。
新
在
家
村
に
タ
イ
吾
智
網
、
雑
魚
打
瀬
網
、
雑
魚
手
繰
網
、
メ
バ
ル
釣
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
與
浜
村
で
は
ハ
マ
グ
リ
掻
や
カ
レ
イ
い
さ
り
な
ど
、
干
潟
や
浅
海
で
突
具
や
搔
剥
具
を
用
い
て
お
こ
な
う
小
規
模
な
漁
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
與
浜
村
で
チ
ヌ
延
縄
が
わ
ず
か
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
従
事
者
八
人
、
漁
具
九
桶
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
漁
法
は
明
石
郡
に
お
い
て
み
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
一
桶
の
釣
針
数
は
五
〇
本
で
あ
っ
た
。
釣
針
数
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。
一
隻
に
乗
り
組
む
漁
業
者
は
三
人
で
あ
っ
た
。
一
人
に
つ
き
三
桶
を
あ
て
て
出
漁
し
た
。
東
は
加
古
郡
高
砂
町
と
の
境
界
か
ら
西
は
赤
穂
郡
加
里
屋
町
と
の
境
界
ま
で
を
漁
場
と
し
た
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
八
（
７
）
揖
西
郡
濵
田
村
（
現
在
は
姫
路
市
網
干
区
）、
苅
屋
村
、
岩
見
村
、
室
津
村
（
以
上
、
現
在
は
た
つ
の
市
）
が
、
表
８
に
示
す
よ
う
な
漁
業
者
を
擁
し
て
い
た
。
苅
屋
村
を
除
く
三
村
に
は
漁
業
者
の
構
成
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
規
模
の
大
き
い
網
・
釣
を
主
と
す
る
漁
業
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
延
縄
漁
と
し
て
は
チ
ヌ
・
ハ
マ
チ
・
ア
ナ
ゴ
延
縄
が
み
ら
れ
た
。
従
事
者
数
は
濵
田
村
が
二
〇
人
、
岩
見
村
が
六
人
、
室
津
村
が
三
人
⑿
、
漁
具
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
桶
、
三
六
桶
、
一
二
桶
で
あ
っ
た
。
室
津
村
で
は
、
ハ
マ
チ
延
縄
は
磯
漁
で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
る
。
上
層
を
泳
ぐ
ハ
マ
チ
の
行
動
性
か
ら
い
う
と
、
漁
法
は
浮
延
縄
で
あ
る
。
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
が
漁
期
で
、
一
隻
に
二
人
が
乗
り
組
み
出
漁
し
た
。
一
人
が
櫓
を
操
り
、
別
の
一
人
が
縄
を
投
じ
た
。
餌
料
は
小
ボ
ラ
、
コ
ノ
シ
ロ
の
活
き
餌
を
使
用
し
た
。
魚
が
、
釣
針
に
か
か
っ
た
時
、
暴
れ
て
釣
糸
を
切
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
漁
業
者
は
、
魚
を
自
由
に
泳
が
せ
、
魚
が
弱
く
な
り
海
面
に
浮
か
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
た
も
網
を
使
っ
て
こ
れ
を
す
く
い
あ
げ
た
。
チ
ヌ
の
漁
期
に
は
、
一
隻
に
二
人
が
乗
り
組
ん
だ
。
通
常
、
三
桶
を
使
用
し
た
。
餌
料
に
は
「
ジ
ヤ
ク
」
と
呼
ぶ
、
海
底
の
砂
地
に
生
息
す
る
ム
シ
を
用
い
た
と
い
う
。
チ
ヌ
の
場
合
、
餌
が
海
底
に
沈
む
ま
で
に
そ
れ
を
食
う
習
性
が
あ
る
の
で
、
縄
は
、
敷
設
後
た
だ
ち
に
手
繰
り
あ
げ
た
。
縄
あ
げ
の
際
、
自
ら
の
縄
の
上
に
他
者
の
縄
が
過
っ
て
配
置
さ
れ
た
た
め
に
、
自
ら
の
縄
と
と
も
に
他
者
の
縄
が
重
な
っ
て
あ
が
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
室
津
村
で
は
こ
の
場
合
、
他
者
の
縄
に
か
か
っ
て
い
る
魚
も
取
り
込
ん
だ
後
、
縄
だ
け
そ
の
場
に
戻
し
て
お
く
と
い
う
し
き
た
り
が
あ
っ
た
。
岩
見
村
で
は
ア
ナ
ゴ
延
縄
が
周
年
に
わ
た
っ
て
操
業
さ
れ
た
。
一
隻
が
三
桶
を
使
用
し
た
。
餌
料
は
、
春
は
イ
カ
ナ
ゴ
、
夏
は
小
エ
表 8 揖西郡の漁業者数
単位：人
資本主 普通漁者
雇夫
自村 他村
濵田村
苅屋村
岩見村
室津村
5
8
10
29
6
100
261
105
40 40
計 23 396 145 40
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十
三』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
一
九
ビ
、
秋
は
イ
ワ
シ
、
冬
は
小
ブ
ナ
（
 
）⒀
を
用
い
た
。
（
８
）
赤
穂
郡
相
生
村
、
那
波
村
、
佐
方
村
（
以
上
、
現
在
は
相
生
市
域
）、
坂
越
村
、
新
浜
村
、
尾
崎
村
、
中
村
、
赤
穂
上
仮
屋
町
、
赤
穂
加
里
屋
町
、
折
方
村
（
以
上
、
現
在
は
赤
穂
市
域
）
の
一
〇
町
村
で
漁
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
一
〇
町
村
の
普
通
漁
者
の
総
数
九
六
〇
人
の
う
ち
、
相
生
村
、
坂
越
村
、
中
村
の
三
村
の
漁
業
者
が
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
た
。
曳
網
、
繰
網
、
釣
、
採
貝
な
ど
多
様
な
漁
法
が
み
ら
れ
た
。
延
縄
漁
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
は
、
相
生
村
と
中
村
の
二
村
の
み
で
あ
る
。
相
生
村
は
資
本
主
五
人
、
普
通
漁
者
四
一
五
人
、
自
村
の
雇
夫
三
二
二
人
、
他
村
か
ら
の
雇
夫
八
人
か
ら
な
る
大
規
模
な
漁
業
集
落
を
擁
し
た
。
イ
ワ
シ
曳
網
や
ボ
ラ
繰
網
、
タ
イ
吾
智
網
、
サ
ワ
ラ
・
サ
バ
縛
網
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。
サ
メ
（
沙
魚
）・
ア
ナ
ゴ
延
縄
に
従
事
し
た
漁
業
者
が
一
二
人
、
漁
具
数
は
三
〇
桶
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
漁
具
は
サ
メ
漁
と
ア
ナ
ゴ
漁
と
で
兼
用
し
た
。
餌
料
に
は
エ
ビ
を
用
い
た
。
一
隻
に
五
桶
を
積
ん
で
出
漁
し
た
。
中
村
は
普
通
漁
者
二
四
六
人
か
ら
な
る
漁
村
で
、
イ
ワ
シ
曳
網
、
タ
イ
吾
智
網
、
雑
魚
手
繰
網
に
従
事
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
延
縄
も
あ
り
、「
ハ
モ
・
ハ
マ
チ
・
チ
ヌ
・
ア
ナ
ゴ
延
縄
」
と
一
括
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
従
事
者
は
六
四
人
、
漁
具
数
は
三
〇
〇
桶
で
あ
っ
た
。
ハ
モ
漁
は
津
名
郡
、
ハ
マ
チ
漁
と
チ
ヌ
漁
は
飾
東
郡
に
同
じ
と
の
記
載
が
あ
る
。
ア
ナ
ゴ
漁
に
つ
い
て
は
「
沙
魚
漁
ニ
仝
シ
」
と
不
明
確
な
記
述
に
終
わ
っ
て
い
る
。
相
生
村
の
サ
メ
・
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
に
準
ず
る
と
の
説
明
と
も
と
れ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
〇
四淡
路
国
の
延
縄
（
１
）
津
名
郡
津
名
郡
に
は
、
東
浦
（
大
阪
湾
側
）、
西
浦
（
播
磨
灘
側
）
に
そ
れ
ぞ
れ
一
一
ず
つ
、
計
二
二
の
漁
業
集
落
を
擁
す
る
村
と
浦
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
現
在
の
淡
路
市
お
よ
び
洲
本
市
内
に
位
置
す
る
。
郡
内
の
漁
業
者
数
は
、
表
９
に
示
し
た
よ
う
に
、
資
本
主
六
人
、
普
通
漁
者
三
四
六
九
人
、
自
村
の
雇
夫
二
九
三
〇
人
、
他
村
か
ら
の
雇
夫
二
三
人
、
手
間
取
五
八
〇
人
を
数
え
た
。
活
発
な
漁
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漁
業
者
数
か
ら
い
う
と
、
東
浦
で
は
由
良
浦
、
仮
屋
浦
、
岩
屋
浦
の
三
浦
、
西
浦
で
は
冨
島
村
、
斗
之
内
村
、
室
津
村
、
尾
崎
村
、
郡
家
村
の
五
村
の
規
模
が
大
き
い
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
多
種
多
様
な
網
漁
、
釣
漁
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
各
村
・
浦
の
延
縄
従
事
者
数
と
漁
具
数
を
示
し
た
も
の
が
表
儗
で
あ
る
。
本
郡
の
延
縄
は
、
お
お
よ
そ
①
東
浦
側
の
由
良
浦
か
ら
岩
屋
浦
ま
で
と
西
浦
側
の
万
歳
村
で
お
こ
な
わ
れ
る
ハ
モ
表 9 津名郡の漁業者数 単位：人
資本主 普通漁者
雇夫
手間取
自村 他村
東浦
由良浦
潮浦
洲本
塩田浦
志筑村
生穂村
佐野村
仮屋浦
久留麻村
釜口村
岩屋浦 6
400
181
170
40
22
47
174
275
141
26
450
1300
17
30
65
37
245
130
12
586
13
10
80
450
西浦
冨島村
斗之内村
育波村
室津村
尾崎村
郡家村
垂井村
都志村
万歳村
鳥飼浦
草香浦
225
108
111
268
194
167
100
69
106
75
120
221
68
24
72
48
40
35
10 30
10
計 6 3469 2930 23 580
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十五』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
一
延
縄
と
タ
イ
延
縄
、
②
東
浦
北
部
の
仮
屋
浦
、
岩
屋
浦
、
西
浦
北
部
の
冨
島
村
、
斗
之
内
村
を
中
心
と
し
た
ア
ナ
ゴ
延
縄
、
③
上
記
①
、
②
の
い
ず
れ
の
特
徴
に
も
合
致
せ
ず
チ
ヌ
延
縄
の
ほ
か
カ
レ
イ
延
縄
、
エ
イ
延
縄
が
お
こ
な
わ
れ
る
西
浦
の
尾
崎
村
、
の
三
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
詳
し
い
説
明
が
あ
る
漁
法
と
漁
の
し
き
た
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ハ
モ
延
縄
の
漁
期
は
、
岩
屋
浦
で
は
夏
・
秋
で
あ
り
、
一
隻
に
夜
間
は
二
〇
桶
な
い
し
は
二
五
桶
、
昼
間
は
七
桶
前
後
を
載
せ
て
出
漁
し
た
。
餌
料
は
イ
ワ
シ
と
イ
カ
ナ
ゴ
の
二
種
で
あ
っ
た
。
潮
流
が
緩
い
時
を
選
ん
で
縄
を
敷
設
し
、
数
時
間
を
経
過
し
て
か
ら
引
き
あ
げ
た
。
カ
レ
イ
延
縄
漁
は
、
佐
野
村
で
は
一
隻
に
三
人
が
乗
り
組
み
、
七
桶
を
載
せ
て
出
漁
し
た
。
餌
料
に
は
エ
ビ
を
用
い
た
。
二
人
が
櫓
を
漕
い
で
、
一
人
が
縄
を
投
げ
入
れ
た
。
タ
イ
延
縄
の
漁
期
は
、
岩
屋
浦
で
は
春
・
夏
・
秋
で
あ
り
、
一
隻
に
三
人
が
乗
り
組
ん
で
出
漁
し
た
。
漁
場
は
平
瀬
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
他
の
入
会
漁
場
⒁
で
あ
っ
た
。
春
に
は
字
茶
間
川
の
沖
合
北
東
方
向
九
五
丁
（
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
字
磯
ノ
上
、
夏
、
秋
の
間
は
一
般
漁
場
に
て
操
業
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
漁
場
に
到
着
す
る
と
縄
表 10 津名郡における地区別の延縄従事者数と漁具数
ハモ延縄 ハモ・タイ延縄 チヌ延縄
カレイ
延縄 タイ延縄 エイ延縄
アナゴ
延縄
由良浦 320（1200）
潮浦 60（30）
佐野村 6（15） 6（15）
仮屋浦 37（410） 80（320） 11（80） 6（30）
岩屋浦 150（150） 60（80） 51（150）
冨島村 15（80）
斗之内村 6（15）
尾崎村 15（50） 21（70） 18（60）
万歳村 20（144）
鳥飼浦 16（30）
計 229（749）380（1230） 15（50） 21（70） 146（415） 29（140） 78（275）
注）数値は漁業者数：人、（ ）内の数値は漁具数：桶。1886（明治 19）年調査による。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十五』より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
二
に
浮
標
と
沈
子
を
結
わ
え
て
投
じ
る
。
順
次
、
縄
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
昼
間
で
は
一
〇
〜
一
五
桶
、
夜
間
で
あ
れ
ば
一
五
桶
〜
二
〇
桶
分
を
敷
設
し
た
。
餌
料
は
ハ
マ
チ
、
タ
コ
、
ユ
ウ
と
呼
ぶ
ム
シ
（
ユ
ム
シ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
を
使
用
し
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
引
き
あ
げ
る
か
、
一
昼
夜
お
い
て
か
ら
引
き
あ
げ
た
。
エ
イ
延
縄
の
漁
法
は
ハ
モ
延
縄
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
ど
の
村
の
調
査
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
由
良
浦
か
岩
屋
浦
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ナ
ゴ
延
縄
は
岩
屋
浦
で
は
昼
夜
各
一
回
の
漁
で
あ
り
、
一
隻
に
三
人
が
乗
り
組
ん
だ
。
餌
料
に
は
イ
カ
ナ
ゴ
と
カ
マ
ス
を
用
い
た
。
櫓
漕
ぎ
の
時
代
に
は
漁
船
の
速
度
に
ほ
と
ん
ど
遅
速
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
初
年
頃
か
ら
帆
を
あ
げ
て
船
を
漕
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
装
備
が
十
分
で
な
い
船
は
縄
の
敷
設
開
始
に
後
れ
を
と
り
、
結
果
と
し
て
漁
獲
量
に
影
響
が
で
た
。
そ
こ
で
由
良
浦
で
は
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
四
月
、
漁
場
で
互
い
に
待
ち
合
わ
せ
て
操
業
す
る
と
い
う
規
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
規
約
に
違
反
し
た
も
の
は
、
三
日
以
上
三
〇
日
以
内
の
漁
業
差
し
止
め
が
科
さ
れ
た
。
由
良
浦
の
ガ
シ
ラ
（
鮻：
カ
サ
ゴ
）
延
縄
で
は
、
以
前
は
数
十
隻
が
餌
を
針
に
つ
け
準
備
を
整
え
た
う
え
で
、
成
山
海
岸
に
船
を
停
泊
さ
せ
、
漁
に
よ
い
潮
時
に
な
る
ま
で
待
機
し
、
よ
い
潮
時
に
な
る
と
一
斉
に
漁
場
を
目
指
し
、
そ
こ
で
縄
を
敷
設
す
る
と
い
う
慣
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
船
も
好
漁
場
を
得
よ
う
と
競
い
合
う
あ
ま
り
、
近
く
で
操
業
す
る
船
の
縄
ど
う
し
が
絡
ん
だ
り
、
と
も
す
れ
ば
操
業
を
妨
害
す
る
行
為
も
み
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
こ
で
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
、
潮
待
ち
の
間
に
く
じ
を
引
い
て
、
各
自
が
使
用
す
る
漁
場
を
事
前
に
決
定
す
る
こ
と
を
漁
業
者
間
で
申
し
合
わ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
妨
害
行
為
は
止
み
、
争
う
こ
と
な
く
操
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
規
約
に
違
反
し
た
者
は
、
当
日
、
漁
獲
し
た
す
べ
て
の
魚
を
、
く
じ
に
よ
っ
て
そ
の
漁
場
を
使
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
者
に
供
す
る
も
の
と
し
た
。
由
良
浦
で
は
、
他
人
の
縄
を
過
っ
て
引
き
あ
げ
た
時
に
は
、
操
業
を
五
〇
日
間
差
し
止
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
縄
を
あ
げ
た
時
、
他
船
の
縄
が
自
船
の
縄
の
上
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
か
か
っ
た
縄
に
自
身
の
姓
名
を
記
し
た
木
札
を
結
び
付
け
て
、
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
三
そ
の
縄
を
も
と
の
よ
う
に
海
中
に
投
じ
る
、
と
す
る
約
束
ご
と
が
あ
っ
た
。
過
失
を
あ
え
て
問
わ
ず
、
ま
た
他
船
に
か
か
っ
た
魚
を
失
わ
せ
な
い
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
違
反
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
に
は
、
三
〇
日
間
の
漁
業
差
し
止
め
が
科
さ
れ
た
。
し
か
し
、
木
札
を
つ
け
る
方
法
は
難
し
く
実
行
し
が
た
い
た
め
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
四
月
、
違
反
の
場
合
に
は
一
〇
日
間
の
操
業
停
止
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
仮
屋
浦
で
は
、
春
に
タ
イ
が
内
海
へ
入
っ
て
く
る
「
入
込
」
の
時
期
に
限
っ
て
、
延
縄
漁
が
許
さ
れ
た
。
一
隻
に
三
鉢
（
仮
屋
浦
で
は
桶
で
は
な
く
鉢
と
い
う
単
位
を
用
い
た
）
を
上
限
と
し
て
い
た
。
し
か
し
一
八
五
一
（
嘉
永
三
）
年
頃
に
は
こ
の
慣
行
は
廃
絶
さ
れ
て
い
た
。
下
田
組
と
い
う
漁
組
織
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
ハ
モ
延
縄
漁
で
は
、
操
業
船
数
に
応
じ
て
潮
流
の
良
い
場
所
を
南
北
に
と
り
、
そ
こ
で
の
操
業
順
を
決
定
す
る
た
め
に
毎
日
抽
籤
を
し
た
。
く
じ
順
の
上
位
の
者
が
出
漁
を
見
合
せ
た
場
合
に
は
、
次
の
順
位
の
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
あ
げ
て
操
業
し
た
。
上
位
の
者
が
出
漁
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
下
位
の
も
の
が
過
っ
て
同
じ
漁
場
で
操
業
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
船
に
対
し
て
、
事
情
を
斟
酌
し
た
の
ち
、
一
日
な
い
し
は
五
日
間
の
休
業
を
科
し
た
。
冨
島
村
で
は
延
縄
漁
と
タ
コ
壺
漁
は
ほ
ぼ
同
じ
漁
場
を
利
用
し
た
。
そ
の
た
め
延
縄
漁
業
者
が
タ
コ
壺
の
縄
の
上
に
過
っ
て
縄
を
敷
設
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
双
方
の
漁
業
者
が
協
議
し
、
日
を
定
め
て
両
者
の
漁
具
を
同
時
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
双
方
の
漁
具
を
傷
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
し
き
た
り
は
斗
之
内
村
に
も
あ
っ
た
。
育
波
村
で
は
、
こ
う
い
う
場
合
、
上
側
に
縄
を
配
置
し
た
者
が
漁
具
を
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
由
良
浦
で
は
餌
料
を
入
手
す
る
た
め
に
は
延
縄
総
代
と
い
う
役
職
者
か
ら
木
札
を
得
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
入
札
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
木
札
を
所
持
し
て
い
る
者
す
べ
て
が
餌
を
入
手
し
た
後
で
あ
れ
ば
、
札
を
持
た
な
い
者
が
購
入
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
木
札
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
抽
籤
に
よ
っ
て
餌
を
購
入
で
き
る
と
い
う
規
約
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
当
時
、
季
節
的
に
他
地
域
へ
出
漁
す
る
操
業
形
態
が
あ
っ
た
。
由
良
浦
の
事
例
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ハ
モ
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
四
延
縄
は
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
間
、
紀
伊
水
道
に
沿
う
阿
波
の
小
松
島
浦
か
ら
、
和
田
島
、
黒
土
村
、
青
島
あ
た
り
、
ま
た
タ
イ
延
縄
、
エ
イ
延
縄
は
一
二
月
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
紀
伊
の
牟
婁
郡
日
置
浦
お
よ
び
市
江
浦
方
面
に
お
い
て
操
業
し
た
と
い
う
。『
慣
行
録
』
に
は
「
据
船
ヲ
ナ
シ
テ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
漁
業
者
は
、
船
溜
り
や
海
岸
に
漁
船
を
係
留
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
こ
を
根
拠
地
に
し
て
出
漁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
形
態
を
据
船
と
呼
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
漁
業
者
は
、
自
ら
の
船
内
で
い
わ
ば
「
船
住
ま
い
」
を
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
に
は
借
家
を
借
り
た
り
、
間
借
り
し
た
り
す
る
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
使
用
し
な
い
桶
や
縄
の
保
管
お
よ
び
使
用
し
た
縄
を
修
理
し
て
巻
き
戻
す
縄
繰
り
や
餌
付
け
準
備
、
縄
の
天
日
干
し
な
ど
一
連
の
作
業
を
考
え
る
と
、
陸
で
の
暮
ら
し
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
据
船
に
対
し
て
、
和
田
島
に
は
與
内
⒂
と
し
て
漁
業
者
全
員
で
二
円
五
〇
銭
を
渡
し
た
。
市
江
浦
で
は
漁
獲
高
の
五
分
の
一
を
拠
出
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
一
二
月
か
ら
翌
年
の
一
月
ま
で
土
佐
の
清
水
方
面
に
出
漁
す
る
延
縄
漁
船
は
、
神
社
の
祭
礼
用
の
宮
銀
を
随
意
に
用
意
し
た
と
い
う
。
（
２
）
三
原
郡
沿
岸
部
に
は
一
一
の
漁
村
が
あ
っ
た
。
現
在
は
い
ず
れ
も
南
あ
わ
じ
市
に
属
し
て
い
る
。
表
１１
は
各
村
・
浦
の
漁
業
者
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
浦
南
部
の
湊
村
、
阿
那
賀
浦
、
福
良
浦
、
沼
島
浦
な
ど
に
規
模
の
大
き
な
漁
業
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
な
漁
業
種
類
は
、
イ
ワ
シ
地
曳
網
、
タ
イ
吾
智
網
、
手
繰
網
、
打
瀬
網
な
ど
の
網
、
各
種
の
釣
、
ハ
モ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
な
ど
で
あ
っ
た
。
表
１２
は
、
各
村
・
浦
の
延
縄
漁
業
従
事
者
数
と
漁
具
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
縄
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
沼
島
浦
、
福
良
浦
、
阿
那
賀
浦
、
湊
村
の
四
村
で
表 11 三原郡の漁業者数
単位：人
資本主 普通漁者 雇夫 手間取
沼島浦
宇野村
吉野村
下灘村
塩崎村
阿万村
阿万浦
福良浦
阿那賀浦
津井村
湊村
3
1
912
190
353
538
220
5
39
250
78
7
189
200
119
39
30
計 4 2781 358 30
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十六』
より作成。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
五
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
沼
島
浦
の
ハ
モ
延
縄
と
タ
イ
延
縄
の
規
模
が
大
き
い
。
漁
業
従
事
者
数
は
二
四
〇
人
、
漁
具
数
は
六
〇
〇
桶
に
の
ぼ
っ
た
。
島
の
漁
業
者
の
四
分
の
一
以
上
が
操
業
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
漁
法
は
、
津
名
郡
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
に
等
し
か
っ
た
。
湊
村
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ベ
ラ
を
ね
ら
う
磯
延
縄
は
、
一
隻
に
二
人
あ
る
い
は
三
人
が
乗
り
組
み
、
五
桶
を
積
ん
で
出
漁
し
た
。
以
下
で
は
延
縄
漁
に
関
わ
る
し
き
た
り
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
沼
島
浦
の
ハ
モ
漁
で
は
、
数
十
隻
の
船
が
漁
場
に
到
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
ず
縄
の
敷
設
場
所
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
抽
籤
を
お
こ
な
い
、
敷
設
す
る
順
番
を
決
め
た
。『
慣
行
録
』
に
は
「
毎
夜
相
互
ニ
漁
業
ヲ
ナ
ス
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
漁
業
者
は
毎
回
、
抽
籤
を
お
こ
な
う
の
で
は
な
く
、
一
定
期
間
、
く
じ
順
に
従
っ
て
漁
場
を
輪
番
利
用
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自
身
の
縄
を
他
船
の
縄
の
上
に
過
っ
て
敷
設
し
た
時
、
他
船
が
先
に
縄
を
引
き
あ
げ
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
従
う
よ
う
に
自
身
の
縄
も
と
も
に
引
き
あ
げ
、
そ
の
縄
の
下
を
他
船
に
く
ぐ
ら
せ
て
縄
が
絡
ま
る
こ
と
を
防
ぐ
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
阿
那
賀
浦
に
は
地
曳
網
漁
場
が
あ
っ
た
。
こ
の
漁
場
で
は
海
底
を
荒
ら
し
た
り
石
を
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
よ
う
な
漁
具
（
採
藻
具
を
含
む
）、
魚
を
驚
か
せ
る
音
を
発
す
る
漁
具
、
海
底
で
閃
光
を
発
す
る
漁
具
を
使
用
す
る
こ
と
は
厳
禁
で
あ
っ
た
。
延
縄
は
閃
光
を
発
す
る
漁
具
に
充
当
し
た
。
枝
縄
に
引
っ
張
ら
れ
輾
転
す
る
魚
の
身
体
が
輝
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
表 12 三原郡における地区別の延縄漁業従事者数と漁具数
ハモ
延縄
ベラ・
メバル
延縄
チヌ
延縄
カレイ
延縄
タイ
延縄
エイ
延縄
アブラ
メ延縄
アナゴ
延縄
スズキ
延縄
沼島浦 240（600） 240（600）
福良浦 65（5） 65（5） 36（5）
阿那賀浦 6（10） 12（17） 4（8）
湊村 4（30） 12（60） 10（50） 10（50） 10（50）
計 315（645） 12（60） 10（50） 10（50）240（600） 65（5） 12（17） 36（5） 14（58）
注）数値は漁業者数：人、（ ）内の数値は漁具数：桶。1886（明治 19）年調査による。
『兵庫県漁業慣行録 鹹水漁業之部 巻之十六』による。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
六
おわ
り
に
兵
庫
県
の
瀬
戸
内
海
側
で
は
明
治
期
、
延
縄
漁
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
播
磨
灘
に
面
し
た
明
石
郡
、
飾
東
郡
に
は
延
縄
に
特
化
し
た
漁
村
・
浦
も
見
出
さ
れ
た
。
漁
業
は
小
型
漁
船
を
用
い
た
二
、
三
人
乗
り
が
主
で
あ
っ
た
。
主
要
な
漁
獲
対
象
は
、
チ
ヌ
、
タ
イ
、
ア
ナ
ゴ
、
ハ
モ
な
ど
で
あ
っ
た
。
漁
業
者
は
、
対
象
魚
の
漁
期
に
合
わ
せ
、
ま
た
、
魚
の
習
性
に
応
じ
て
漁
具
の
一
部
を
取
り
替
え
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
周
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
漁
業
に
従
事
し
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
季
節
に
よ
っ
て
他
の
網
漁
、
釣
漁
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
漁
業
者
も
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
慣
行
録
』
か
ら
は
操
業
に
関
わ
る
様
々
な
し
き
た
り
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
餌
料
の
供
給
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
記
述
が
あ
っ
た
。
餌
料
は
、
通
常
、
他
の
網
漁
業
者
が
漁
獲
し
た
雑
魚
を
手
に
入
れ
た
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
。
淡
路
国
津
名
郡
の
由
良
浦
で
は
餌
料
の
供
給
者
が
お
り
、
こ
れ
を
購
入
す
る
に
際
し
て
厳
正
な
ル
ー
ル
化
が
な
さ
れ
て
い
た
。
網
漁
業
者
か
ら
供
給
さ
れ
る
活
き
餌
は
当
時
、
特
に
貴
重
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
沖
合
で
の
紛
争
を
回
避
す
る
た
め
の
方
法
や
漁
業
者
間
の
行
使
規
則
な
ど
か
ら
も
、
狭
隘
な
漁
場
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
各
町
村
・
浦
の
工
夫
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
由
良
浦
に
は
、
徳
島
、
和
歌
山
方
面
に
季
節
的
に
出
漁
す
る
延
縄
漁
業
者
の
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
季
節
的
な
県
外
出
漁
は
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
を
考
察
す
る
う
え
で
今
後
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
『
慣
行
録
』
で
は
、
漁
具
に
関
す
る
説
明
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。
一
桶
に
つ
け
ら
れ
た
釣
針
数
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
延
縄
の
場
合
、
使
用
後
の
縄
と
釣
針
を
修
理
し
次
の
出
漁
に
備
え
る
縄
繰
り
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
作
業
を
家
族
労
働
で
ま
か
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
手
間
取
を
雇
っ
た
の
か
な
ど
も
含
め
、
当
時
の
漁
業
生
活
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
い
。『
慣
行
録
』
刊
行
か
ら
一
〇
年
を
経
ず
し
て
編
ま
れ
た
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
や
各
地
の
漁
業
に
関
す
る
記
録
、
自
治
体
史
の
記
載
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
七
内
容
な
ど
か
ら
そ
れ
ら
の
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
近
年
、
延
縄
漁
業
者
、
あ
る
い
は
か
つ
て
延
縄
に
従
事
し
現
在
は
漁
業
を
退
い
た
高
齢
者
か
ら
、
こ
の
漁
業
形
態
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て
い
る
。『
慣
行
録
』
の
刊
行
か
ら
す
で
に
一
三
〇
年
近
く
経
過
し
て
い
る
現
在
、
聞
き
取
り
だ
け
で
長
い
年
月
に
わ
た
る
「
漁
業
誌
」
を
構
成
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
調
査
も
、
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
に
関
す
る
年
代
学
的
把
握
に
は
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
﹇
付
記
﹈
小
論
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
は
、
同
資
料
室
が
所
蔵
す
る
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
の
複
写
本
を
閲
読
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
複
写
に
も
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
小
論
の
一
部
に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
七
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
漁
船
保
険
組
合
兵
庫
県
内
海
支
所
主
催
の
「
平
成
三
〇
年
漁
船
保
険
事
務
研
修
会
」
に
お
い
て
報
告
し
、
県
内
漁
業
関
係
者
の
多
く
の
皆
様
か
ら
数
々
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
注⑴
倉
野
（
一
九
七
七
）
は
、「
千
尋
縄
打
ち
延
へ
」
を
、「
非
常
に
長
い
縄
を
延
へ
（
長
く
延
ば
し
）」
の
意
と
し
、
こ
の
漁
法
を
、
一
条
の
幹
縄
に
適
当
な
間
隔
を
お
い
て
多
く
の
釣
糸
を
取
り
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
餌
の
つ
い
た
鉤
を
つ
け
て
海
へ
延
え
る
も
の
と
し
て
い
る
。
西
郷
（
一
九
七
六
）
も
同
様
に
、
こ
の
漁
法
を
延
縄
と
と
ら
え
、
長
い
縄
に
等
間
隔
に
多
く
の
釣
針
の
つ
い
た
枝
縄
を
垂
ら
し
、
そ
れ
を
海
中
に
ず
っ
と
張
り
わ
た
し
て
お
き
、
時
を
経
て
ひ
き
あ
げ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
山
口
（
一
九
五
七
）
も
同
じ
部
分
を
引
用
し
、
上
古
初
頭
か
ら
延
縄
の
存
在
の
み
な
ら
ず
そ
の
材
料
ま
で
知
れ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
⑵
網
漁
具
は
畳
あ
る
い
は
把
、
釣
具
は
本
、
ヤ
ス
等
の
突
具
は
挺
、
マ
ダ
コ
（
真
章
魚
）
壺
縄
・
飯
章
魚
（
イ
イ
ダ
コ
）
壺
縄
は
筋
と
い
う
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
⑶
筆
者
が
県
内
各
漁
業
協
同
組
合
に
依
頼
し
た
延
縄
漁
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇
一
六
年
九
月
実
施
）
の
結
果
に
よ
る
と
、
ナ
ワ
オ
ケ
は
県
内
で
も
単
に
オ
ケ
（
高
砂
漁
協
、
室
津
漁
協
（
た
つ
の
市
））
や
ノ
オ
オ
ケ
（
江
井
島
漁
協
）、
ノ
オ
ケ
（
播
磨
町
漁
協
）、
ナ
オ
ケ
（
淡
路
島
岩
屋
漁
協
）、
ノ
ー
バ
チ
（
縄
鉢：
南
あ
わ
じ
漁
協
）
な
ど
様
々
な
地
方
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
八
⑷普
通
漁
者
は
、
一
般
に
個
人
で
漁
業
を
営
む
者
お
よ
び
他
の
者
を
雇
用
し
て
漁
業
を
営
む
者
と
解
さ
れ
る
。
⑸
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る
と
約
三
八
〇
〇
円
で
あ
る
。
価
値
的
に
い
う
と
約
二
〇
〇
〇
〇
円
と
推
定
さ
れ
る
。
⑹
幹
縄
の
こ
と
を
さ
す
。
漁
具
漁
法
論
で
は
、
一
般
的
呼
称
と
し
て
幹
縄
を
用
い
る
（
金
田
二
〇
〇
五
）。
し
か
し
、『
慣
行
録
』
で
は
親
縄
と
統
一
し
て
い
る
。
な
お
、
延
縄
漁
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
注
⑶
参
照
）
に
よ
る
と
、
親
縄
を
モ
ト
ナ
ワ
（
高
砂
漁
協
、
播
磨
町
漁
協
）
と
呼
ん
だ
り
、
ナ
カ
ナ
ワ
（
高
砂
漁
協
）、
ミ
チ
（
江
井
島
漁
協
）、
ノ
ウ
（
淡
路
島
岩
屋
漁
協
）、
ノ
ー
（
南
あ
わ
じ
漁
協
）、
カ
ッ
チ
ン
（
東
二
見
漁
協
）
と
称
し
た
り
も
す
る
。
⑺
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
に
掲
載
さ
れ
た
、「
鰯
地
曳
網
明
石
郡
垂
水
村
ノ
内
山
田
村
」
の
使
用
法
の
説
明
に
よ
る
と
、
網
船
に
は
一
五
人
が
乗
り
組
ん
だ
。
別
に
陸
で
網
を
曳
く
曳
子
が
必
要
で
あ
っ
た
。
鰯
地
曳
網
使
用
図
に
は
曳
子
が
一
二
人
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
マ
カ
セ
網
神
戸
市
和
田
岬
町
」
の
使
用
法
の
説
明
に
よ
る
と
、
一
統
は
六
隻
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
二
隻
は
各
八
人
乗
り
の
網
船
、
残
り
四
隻
は
魚
見
船
と
称
さ
れ
、
各
船
に
三
人
ず
つ
が
乗
り
組
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
一
統
に
は
二
八
人
が
乗
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
⑻
漁
法
の
説
明
の
中
で
は
「
明
石
郡
ニ
仝
シ
」
や
「
津
名
郡
ニ
仝
シ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明
石
郡
は
鹹
水
漁
業
之
部
巻
之
七
、
津
名
郡
は
同
巻
之
十
五
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
慣
行
録
』
は
、
巻
之
一
か
ら
巻
ご
と
に
順
に
編
集
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
⑼
海
上
で
自
船
の
位
置
、
ひ
い
て
は
海
中
の
漁
場
の
位
置
を
確
認
す
る
た
め
の
簡
易
三
角
測
量
技
術
を
山
立
て
と
呼
ぶ
。
地
域
に
よ
っ
て
は
山
あ
て
な
ど
と
も
称
す
る
。
⑽
東
二
見
村
の
南
約
二
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
西
へ
約
一
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
、
水
深
は
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
水
底
に
は
砂
利
と
貝
殻
が
多
か
っ
た
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
。
⑾
標
準
和
名
シ
ロ
ギ
ス
の
こ
と
を
徳
島
県
地
方
で
は
ア
カ
ギ
ス
と
呼
ぶ
（
阿
部
一
九
八
一
）。
⑿
『
慣
行
録
』
に
は
各
町
村
・
浦
の
漁
種
ご
と
の
漁
業
従
事
者
数
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
町
村
種
別
の
項
目
は
、
た
と
え
ば
「
鰯
曳
網
漁
者
」「
鯔
魚
敷
網
漁
者
」
と
い
う
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
が
、
揖
西
郡
の
一
部
の
項
目
に
は
「
蛤
掻
挺
数
」「
海
鯽
䩍
海
鰻
䩻
拼
縄
桶
数
」「
海
鯽
鱸
釣
本
数
」
「
真
章
魚
壺
縄
桶
数
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
漁
者
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
挺
数
、
桶
数
、
本
数
と
書
き
誤
っ
て
い
る
。
⒀
 
は
鮒
の
俗
字
で
あ
る
。
⒁
タ
イ
・
ハ
マ
チ
漁
の
入
会
漁
場
に
は
約
六
〇
〇
隻
が
入
漁
し
て
い
た
。
⒂
余
荷
、
余
内
の
当
て
字
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
付
金
の
意
で
あ
る
。
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
で
は
、
こ
れ
は
、
漁
獲
高
の
い
か
ん
に
関
わ
り
な
く
毎
月
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
二
九
一
定
の
奨
励
金
を
支
給
す
る
漁
師
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
（
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
二
〇
〇
二
）。
参
考
文
献
阿
部
宗
明
（
一
九
八
一
）『
原
色
魚
類
検
索
図
鑑
』（
改
訂
九
版
）、
北
隆
館
．
金
田
禎
之
（
二
〇
〇
五
）『
日
本
漁
具
・
漁
法
図
説
』（
増
補
二
訂
版
）、
成
山
堂
書
店
．
倉
野
憲
司
（
一
九
七
七
）『
古
事
記
全
註
釈
第
四
巻
上
巻
篇
（
下
）』、
三
省
堂
．
倉
野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
注
（
一
九
五
八
）『
古
事
記
祝
詞
』、
岩
波
書
店
．
西
郷
信
綱
（
一
九
七
六
）『
古
事
記
注
釈
第
二
巻
』、
平
凡
社
．
田
和
正
孝
（
一
九
八
一
）「
越
知
諸
島
椋
名
に
お
け
る
延
縄
漁
業
の
漁
場
利
用
形
態
│
水
産
地
理
学
に
お
け
る
生
態
学
的
研
究
の
試
み
」、
人
文
地
理
三
三
│
四
、
二
五
│
四
五
ペ
ー
ジ
．
田
和
正
孝
（
二
〇
一
六
）「『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
の
編
纂
に
関
す
る
一
考
察
│
引
用
・
参
考
図
書
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
」、
関
西
学
院
史
学
四
三
、
五
一
│
九
五
ペ
ー
ジ
．
千
葉
徳
爾
註
解
説
（
一
九
七
〇
）『
日
本
山
海
名
産
名
物
図
会
』、
社
会
思
想
社
．
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
（
一
九
五
九
）『
明
治
前
日
本
漁
業
技
術
史
』、
日
本
学
術
振
興
会
．
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
（
二
〇
〇
二
）『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
第
一
三
巻
』、
小
学
館
．
農
商
務
省
水
産
局
編
（
一
九
一
二
）『
日
本
水
産
捕
採
誌
全
』、
水
産
書
院
（
復
刻
版
（
一
九
八
三
）、
岩
崎
美
術
社
）．
山
口
和
雄
（
一
九
五
七
）『
日
本
漁
業
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
．
資
料
「
明
治
十
九
年
十
二
月
漁
業
慣
行
調
査
書
加
古
郡
東
二
見
村
分
」、
明
石
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
八
八
）『
明
石
市
史
資
料
（
明
治
前
期
篇
）
第
七
集
下
』、
同
委
員
会
．
「
明
治
十
九
年
十
二
月
漁
業
慣
行
調
査
書
加
古
郡
西
二
見
村
分
」、
明
石
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
八
八
）『
明
石
市
史
資
料
（
明
治
前
期
篇
）
第
七
集
下
』、
同
委
員
会
．
│
│
文
学
部
教
授
│
│
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
三
〇
